令和８年度おおさか農政アクションプラン第３回検討部会　議事概要

【日　　時】　令和８年９月16日（水）9:30～12:00
【場　　所】　大阪府庁新別館北館１階会議室兼防災活動スペース３
【出席委員】　藤田部会長、髙井委員、山口委員、横井委員（※渡邊委員は欠席）
【議事概要】　事務局からの議題説明の後、各委員にご議論いただいた。
主な発言内容は以下の通り。
【議事案件】
各委員からの主な意見
■前回のおおさか農政アクションプラン検討部会におけるおもなご意見と対応
・特になし

■新たなプランにおける達成目標と主要な取組について（「成長」について）
○農業産出額目標と農地面積の目標について
・農業産出額の目標は農地面積を現状維持としたうえで算出しているが、担い手不在農地の増加が予想される中で、面積をどう維持するのか、目標間の関係性を説明する必要があるのではないか。

○農商工連携による地域経済への波及について
・６次産業化は農業者が加工・販売まで一人で担うことに限らないため、商工業や観光との連携による商品開発、雇用など、農業が地域にもたらす経済効果を「成長」の中で示してはどうか。

■新たなプランにおける達成目標と主要な取組について（「持続」について）
○農地の維持と市町村等との連携について
・データセンター等の開発が進む前に、集約を考えている農地等について農業側から方針を示し、都市計画・インフラ部局や市町村とすり合わせる必要があるのではないか。
・基盤整備についても10年後、20年後の地域の農業や農業者にとっての使いやすさを見据えて進める必要があるのではないか。
・農地維持や土地利用に対する市町村間の認識・取組には差がある。府が市町村農政担当者と担い手不在農地の見通し等を共有する場を設けてはどうか。

○担い手の確保・育成について
・家庭菜園など農に関心を持つ府民の多さを生かし、農に触れる機会を充実することで担い手の確保・育成につなげてはどうか。


○担い手不在農地への対応について
・担い手不在が見込まれる約1,800haのうち、取組対象約1,100haをどう積み上げたのか、残りの約700haをどう考えるのかを整理しておくべきではないか。
・中山間地域や棚田を守るには、農業者以外の活動への参加も必要である。このため、地元住民の理解促進に向け、地域全体の合意形成を促す取り組みが重要。

○環境の視点について
・大阪エコ農産物や生物多様性への配慮など、環境の視点を大阪の農業の付加価値として示し、農地の維持につなげられないか。
・農産物の購入や農地を守る活動が環境保全にどう役立つのか、府民に分かりやすい指標が必要ではないか。

■新たなプランにおける達成目標と主要な取組について（「共創」について）
○農業者以外の主体の参加について
・子どもや農業に関心のある人だけでなく、現役世代を含む幅広い府民が、農業や環境を学び、人と交流できる場を考えてはどうか。
・収穫体験を観光や食事などと組み合わせ、一度きりで終わらない農業者との交流や、農空間を支える活動への参加につなげてはどうか。

○取組の継続と達成目標について
・活動に参加する人にとっての魅力や、重点的に守る地域を考える必要がある。農業者個人やボランティア精神だけに頼らず、関わる人に対価がある仕組みが重要。
・「共創」の取組として、農業者が営農を続け、一定の収入を得られることが前提であるため、既存の農業者への支援や、活用できる施策を提供することも含めて考えてほしい。
・「共創」に取り組む地区数について、現状値15地区と目標値の根拠を明確にする必要がある。
・地区の範囲を越えた企業等の取組をどう評価するのかも検討してはどうか。
